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産
学
官
で
「
食
」
産
業
振
興

　
　
記
弧
肛
「
鶴
岡
庄
内
エ
リ
ア
」
が
初
会
合

　
　
「
鶴
岡
庄
内
エ
リ
ア
」
と

し
て
本
年
度
に
文
部
科
学
省

規
事
業
の
剔
出
や
研
究
開
発

型
の
地
域
産
業
の
育
成
な
ど

を
図
る
も
の
。
本
年
度
の
採

択
は
全
国
６
地
域
で
、
「
鶴

岡
庄
内
エ
リ
ア
」
は
東
日
本

で
唯
一
選
ぱ
れ
た
。
庄
内
地

減
産
菌
倣
興
セ
ン
タ
ー
（
理

事
長
・
富
塚
陽
一
鶴
岡
市
長
）

が
學
業
の
実
原
土
体
と
な
り
、

全
体
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

機
能
食
産
業
の
振
興
を
目
指

し
て
い
く
。

　
研
究
テ
ー
マ
は
３
つ
。

　
「
地
域
農
産
物
の
機
能
性
成

分
探
索
と
機
能
評
価
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
で
は
、
世
界
ト

し
プ
ク
ラ
ス
の
メ
タ
ボ
ロ
ー

担
当
す
る
。
　
　
　
　
　
　
ム
解
析
技
術
を
持
つ
慶
大
先

　
鶴
岡
庄
内
エ
リ
ア
で
は
地
端
研
が
中
核
と
な
っ
て
研
究

域
内
の
先
端
・
高
度
な
バ
イ
を
進
め
る
。
「
機
能
性
を
生

方
技
術
を
生
か
し
、
地
域
展
子
し
た
食
品
加
工
開
発
と
商

産
物
の
機
能
性
成
分
の
有
効
・
品
開
発
」
は
山
犬
農
学
部
が

性
を
検
証
・
評
価
す
る
手
折
中
心
と
な
り
、
地
元
の
企
業

を
確
立
し
て
新
た
な
食
品
加

工
技
術
や
機
能
性
食
品
の
開

発
に
つ
な
げ
る
。
将
来
的
に

は
農
産
物
、
食
品
に
よ
る
高

や
農
協
な
ど
と
連
携
し
て
開

発
に
取
り
組
む
。
庄
内
柿
や

ふ
き
の
と
う
な
ど
を
素
材
に

し
た
「
贋
作
物
の
機
能
性
を

高
め
る
栽
培
技
術
の
開
発
」

は
、
県
興
業
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
が
り
ー
ダ
ー
役
を
担

う
。
　
研
究
事
業
に
参
画
す
る
機

関
・
団
体
や
企
業
の
各
担
当

者
の
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た
初

参
画
す
る
慶
團
義
塾
大
先
端

生
命
科
学
研
究
所
や
山
形
大

の
採
択
を
受
け
た
都
市
エ
リ
ー
晨
学
部
な
ど
の
研
究
機
関
や

ア
座
学
官
連
携
促
進
事
業
の
　
民
間
企
業
の
担
当
者
が
出
席

初
会
合
が
2
6
日
、
鶴
岡
市
の
　
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
後
取
り

東
北
公
益
文
科
人
大
学
院
牛
組
み
を
進
め
る
研
究
テ
ー
マ

ー
ル
で
聞
か
れ
た
。
事
業
に
・
を
紹
介
し
た
。

研
究
事
業
に
参
画
す
る
機
関

・
団
体
が
集
ま
り
、
研
究
テ

ー
マ
を
紹
介
し
た
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連
携
促
進
事
業
は
、
大
学

な
ど
の
「
知
恵
」
を
活
用
し

て
新
技
術
を
生
み
出
し
、
新

－　一一　　－
一 一 －

会
合
に
は
約
4
0
人
が
出
席
。

科
学
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
る
工
学
博
士
の
梅

津
勇
さ
ん
が
事
業
の
推
進
体

制
や
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

説
明
し
、
「
庄
内
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
地
域
の

産
物
を
活
用
し
た
産
業
ク
ラ
ー

ス
タ
ー
を
構
築
す
る
の
が
研

究
事
業
の
目
的
。
持
続
的
な

発
展
に
向
け
、
研
究
機
関
と

企
業
の
連
携
の
仕
組
み
を
作

り
上
げ
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
引
き
続
き
、
各
担
当
者
が
・

研
究
テ
ー
マ
を
発
表
。
慶
太
一

先
端
研
や
田
大
農
学
部
、
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
庄
内
試

験
場
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で

取
り
組
む
研
究
内
容
を
紹
介
・

し
た
。
事
業
期
間
は
本
年
度

か
ら
３
年
間
で
、
文
科
省
か

ら
年
間
１
億
円
の
研
究
委
託

金
が
提
供
さ
れ
る
。
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